
ここでペテロは、3度聞かれるとは思わずに答えていたはずです
ので、謙遜とか悔い改めというより、なぜ聞かれるのか当惑し
ているのかなと思いました

 

ASSISTANT  
ペテロがイエスに3度も同じ質問をされて当惑しているという解釈は、このエピソードを理解する上で非常に合
理的な見方です。ヨハネ福音書21章でのこの場面は、しばしばペテロの悔い改めや謙遜と関連付けられて解釈さ
れますが、彼の反応はまた、イエスの質問に対する混乱や不安を示している可能性もあります。

ペテロが「あなたが私があなたを愛していることをご存じです」と答える際、彼はおそらくイエスが何故同じ質
問を繰り返すのか理解できなかったでしょう。ペテロにとっては、自分のイエスへの愛は明白なものであり、そ
の質問自体が意外であった可能性が高いです。彼の反応は、イエスの質問に対する疑問や当惑の感情を反映して
いると考えることができます。

このエピソードは、ペテロがイエスとの関係、特に自分の以前の否認（イエスを3回否定したこと）と向き合う
機会を提供しています。イエスが3回同じ質問をすることは、ペテロに対する愛と赦しのメッセージであり、彼
に対する信頼の再確認でもあります。

結局のところ、この場面は多くの解釈が可能で、聖書のテキストは異なる読者によって異なる意味を持つことが
できます。ペテロの反応は、その時点での彼の心理状態、彼とイエスの間の関係性、そしてキリスト教信仰にお
けるより広いテーマに対する洞察を提供しています。

21章の場面は、大漁の時の会話です。最初に主に呼ばれた時も
大漁の時でした。人を獲る漁師にしようと言われて、すべてを
捨てて着いていきました。もう一度、新たに弟子になることを
確認しているようです

 

ASSISTANT  
ヨハネ福音書21章の場面を、ペテロがもう一度新たに弟子としての役割を確認する瞬間として解釈することは、
非常に意味深い視点です。このエピソードは、イエスの復活後のペテロと他の弟子たちとの出会いであり、特に
大漁の奇跡が再び起こることによって、彼らの最初の出会いとの類似性が強調されています。

最初にイエスに呼ばれた時、ペテロは大漁の奇跡を目の当たりにし、イエスの言葉「人を獲る漁師にしよう」と
いう呼びかけに応じて、全てを捨ててイエスに従いました。この出来事はペテロにとって、彼の人生を変える決
定的な瞬間であり、イエスの弟子としての新たな人生の始まりを象徴していました。

ヨハネ福音書21章において、ペテロと他の弟子たちは再び漁をしていて、イエスによってもう一度大漁を経験し
ます。このシーンは、ペテロが最初に弟子としてイエスに従った瞬間を思い出させ、彼の信仰と使命を再確認す
る機会となります。イエスがペテロに3度「愛しているか」と尋ねることは、彼の過去の否認を取り消し、再び
弟子としてのコミットメントを新たにする機会を提供します。

この場面では、ペテロの当惑や不安だけでなく、彼の信仰の再確認、使命への再コミットメント、そしてイエス
に対する愛と忠誠心が示されています。イエスとの再会とこの奇跡的な出来事は、ペテロにとって、彼の使命と
彼がたどるべき道への確固たる呼びかけとなります。このように、ヨハネ福音書21章のエピソードは、ペテロの
信仰の旅と彼が直面する挑戦、そしてイエスとの深い絆を象徴しています。

ペテロに、自分の十字架を追ってついてきなさい。羊のために



ペテロに、自分の十字架を追ってついてきなさい。羊のために
命を捨てる良い牧者となって、人を牧するように召命している
のですよね。

 

ASSISTANT  
おっしゃる通り、ヨハネ福音書21章でのイエスとペテロの会話は、ペテロへの特別な召命と、彼の将来の役割に
関する重要な示唆を含んでいます。イエスがペテロに対して行うこの呼びかけは、彼に羊の世話をするよう命じ
ると同時に、彼自身の将来の犠牲と使命に対する予告となっています。

この章の特徴的な部分は、イエスがペテロに三度「愛しているか」と尋ね、その都度、彼に「わたしの羊を養
え」「わたしの小羊を飼え」「わたしの羊を養え」と命じることです。これは、ペテロがキリスト教共同体の指
導者として、羊（信者たち）の世話をする責任を負うことを示しています。イエスはペテロに対し、彼の愛と忠
誠心を試し、彼に羊飼いとしての役割を果たすよう求めています。

さらに、イエスはペテロに自分の十字架を背負ってついてくるように告げています。これは、ペテロがキリスト
教共同体の指導者として、苦難や迫害に直面することを意味し、彼自身の犠牲と奉仕の心を要求するものです。
イエス自身が良い牧者であり、羊のために命を捨てたように、ペテロもまた、信者たちのために自己犠牲の精神
を持って奉仕するように召されています。

このエピソードは、ペテロがキリスト教共同体の指導者としての役割を全うするために、イエスから直接召命さ
れ、指導される瞬間として解釈されます。これはペテロにとって、新たな使命の始まりであり、彼の信仰と奉仕
の道を決定づける重要な瞬間です。

ペテロの手紙第一は、指導者たちが良い牧者として歩むことを
励ます手紙ですね

 

ASSISTANT  
はい、その通りです。ペテロの第一の手紙（第一ペテロ）は、特にキリスト教共同体の指導者たちに向けて、良
い牧者としての役割を果たすことを励ますメッセージを含んでいます。この手紙は、苦難や迫害に直面している
キリスト教徒たちへの励ましと指導を目的として書かれました。

第一ペテロ5章には、教会の長老たちへの具体的な指示が記されています。ペテロは彼らに対して、義務感から
ではなく、進んで神の羊の世話をするように促します。彼は、利益を追求するのではなく、喜んで仕え、若い者
に対しても模範となるように勧めています。また、ペテロは自身を「共に長老であり、キリストの苦しみの証人
であり、また来るべき栄光にあずかる者」と述べ、自らも指導者の一員であることを強調しています。

この手紙は、キリスト教共同体の指導者たちがどのように振る舞うべきかについての指針を提供し、彼らが信者
たちの霊的な世話をする責任を持っていることを思い出させます。また、信仰の試練を通しても、堅固な信仰を
保ち続けることの重要性を説いています。

ペテロの第一の手紙は、初期キリスト教会における指導者の役割と責任、そして苦難の中でも強固な信仰を保つ
ことの重要性を強調している重要な文書です。
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